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概 ． 要
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診療録の管理状況，また記載状況についての間査を目的に，全国の臨床研修病院の診療録管理担当者及び医師

を対象にアンケート調査を行った。

調査の結呆， 診療緑は中央保管をされ，貸出 • 閲院などの利用はよくされていても，記載については，十分に

規定されておらず，記載指迎については，いまだに医師に依存している部分が大きいという状況が伺えた。医師

の意識の中でも，記載の方法や使用する言語については，いささかの混乱か見受けられた。

医療サービスは，専門分化の一途をたどり，また進歩か大変速い分野である。本報では，教育現場の立場から，

①診療録の記録としての重要性を教える，②記録作成時に正しい用語を使うことができ，他人の作成した情報を

正しく読みとれるようにするために，医学用語の基礎教育に力を入れる，③卒業後も自分から学んでいく姿勢の

必要性を教える，ということの重要性を確認した。また，同時に，医療の現場サイドにおける， supportingstaff 
の自己啓発を促すような環校の整備，医学用語指溝者によるネ 、ノ トワーク作り，医学用語集の作成などの試みが

望まれる。

1.はじめに

近年， パラメディカル・スタッフか診療緑や専

門文献を読む機会が多くなってきているため，

医療分野の英語の習得が必要になってきた。川

崎医療短期大学ではこの点を考慮に入れ，一般

教育科目としての英語の他に「医学用語」ある

いは「医学英語」の講座を設けて学生に指迫を

行ってきた。

しかし，パラメディカル・スタッフのための医

学用語（英語）教育は，その方法，材料とも体系

的なものとして十分確立しているとは言いがた

し‘
゜
そこで我々は，医学用語教育の視点から，本

邦医療秘書科における医学用語教育の実態調査

を行った 1)。また，医学用語の使用実態を明らか

にするため，本学の学生全員が実習を課せられ

ている川崎医科大学附属病院 （以下附属病院と
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いう ）の診療録を対象として，医学用語 （英語）

や略語の使用状況を調査してきた2)-5)。その中で，

診療録に使われている語の状況をある程度把握

することができたが， さらに他の教育病院での

診療録記載の実態を知る必要を感じた。そこ で，

診療録の様式や記載方法及びその取扱いを全国

的に調査するため，診療録管理担当者に質問し

た。また直接の記載者である医師に も記載につ

いての現状および意識調査を行った。

2.調査対象及び方法

1)対象

今回の研究の対象としては，教育病院と考え

られる臨床研修病院（医科大学付属病院を含む）

の303施設を選んだ。

また，アンケート用紙については，診療録管

理担当者用と，医師用と の2種類を作成した。

2)実施期間

平成 3年6月20日～平成 3年7月6日。

3)方法

各病院の院長宛にアンケート用紙を郵送し，

診療録管理担当者及び医師各 1名に記入依頼

し，それぞれに返送しても らっ た。

4)調査の内容 （要旨）

(1) 診療録管理担当者宛

・病院の概況

・入院診療録の管理状況

・入院診療録記載についての現状

・病歴管理部門としての診療録記載指溝に

ついて

(2) 医師宛

・回答者自身の情報

・診療録の記載と医学用語使用の現状

・診療録記載及び医学用語の教育について

の意見

・パラメディカル・スタッフの医学用語の知

識についての意見

5)回 収 率

診療録管理担当者宛アンケートでは，303件の

うち， 117件の回答があった （回収率38.6%）。

医師宛の ものは，複数の回答が寄せられたと

ころもあり，総計144件となった。

3.結果

l)診療録管理担当者に対するアンケート

【病院の概況】

臨床研修病院については，医師法 （第16条 2

項等）に定めると ころより， 「一般病床約300床

以上，又は年間の入院患者実数が3000名以上で

あり ，かつ，病床数及び患者実数が診療各科に

適当に配分されていること」また「内科，精神

科，小児科， 外科， 整形外科， 皮府科，ひ尿器

科，産婦人科，眼科，耳鼻いんこう科，及び放

射線科の各診療科がそれぞれ独立して設置され

ていること 」と規定されている見このような条

件を満たす病院を対象にしてアンケート調査を

行った。回答を得られた病院の概況については

次のとおりである。

実働病床数については，499床以下が26件(22.2

%), 500-699床が50件(42.7%), 700-899床が

27件(23.1%),900床以上が14件(12.0%）であ っ

た。

実習生を受け入れている部門をみると，「看護

部門」がllO件(94.0%),「検査部門」か82件(70.1

%),「薬剤部門」が80件 (68.4%),「栄養部門J

か76件 (65.0%),「リハピ リ部門」が65件 (55.6

%),「医大生」が64件 (54.7%),「放射線部門」

が60件 (51.3%),「医療事務部門」が14件 (12.0 

％）などが主なもので，その他「医療秘書部門」，

「事務部門」，「ME部門」などが数件あ った。

実習生を受け入れていない，または，受け入れ

の記載のない病院は 2件のみでll5件 (98.3%)

の病院が何らかの形で実習生を受け入れている

ことになる。この結果から，そのほとんどが附

属病院同様，メディカル及びパラメディカル・ス

タッフの実習生を受け入れている教育病院とい

うことになる。

【入院診療録の管理状況l
入院診療録の保管状況については， 「中央管理」

か107件 (91.5%),「科別保管」がll件 (9.4%),

その他は3件で 「教室別保管」，「医師別保管」

のところは無かった。

また，中央管理をしている107件に対して職貝

数と，責任者の職種を質問したところ，職員数

については， 5人以下か68件(63.6%),6人か

ら10人が17件(15.9%),ll人から15人が6件(5.6
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%), 16人以上が 6件(5.6%）で，無答か 2件で

あった。また，責任者の職種については，「事務

系」のところが66件 (61.7%),「医師」のとこ

ろが46件 (43.0%）で，その他パラメディカル・

スタ ッフか 1件，看護婦長か 1件であ った （複

数回答を含む）。

次に，先に行った我々の研究から，附属病院

では医師やパラメディカル・スタ ッフ及び実習生

が多角的に診療録を活用している現状が分かっ

たが，他の教育病院ではどうかを調べるため，

まず，入院診療録の貸出 • 閲覧をどの範囲で認め

ているか調査した。その結果を表 1に示す。

アンケートの返送があ った病院のうち，その

はとんどが， 医師に対して貸出 • 閲覧を認めてい

た。また，パラメディカル・スタ ッフに対しても，

80％以上の病院で貸出 • 閲院を認めていた。 しか

し，他の関連教育機関のスタ ッフや実習生に対

しては，ある程度の制限をしているようである。

次に，入院診療録の利用状況についての調査

結果を表2に示す。

医師については，「よく利用している」がllO

表 1 入院診療録の貸出 • 閲覧を許可している病院数

1r 出 Ill.I 覧

病院内のスタ ッフ（医師） 114件(94.7%) I 116件(991%) 
刹院内のスタ ッフ（バラメディカル） 95 (81.2 l I 112 (95 7 ) 
関辿教了f機関のスタ ・／ 7 I 38 (32 5 l I 76 (65. o ) 
実習生・ 20 (171 l I 65 (55.6 ) 

じ実哲生に関しては．受け人れ柄院数115)

件 (94.0%),「ときどき」か 7件 (6.0%）とい

う回答が得られ，合わせると 100％ということに

なった。パラメディカル・スタ ッフについては，

貸出 • 閲覧を認めていない病院があるにもかかわ

らず，「よく利用している」と「ときどき」を合

わせると，看護婦が102件(87.2%），その他のパ

ラメディカル・スタ ッフが77件(65.8%）という結

果になる。実習生については， 「よく利用してい

る」か7件， 「ときどき」か29件であまり利用さ

れていないようであるか，実際に貸出 • 閲覧を認

めている病院数が限られている現状からみると，

必ずしも利用者が少ないとは言いきれないと思

われる。

【入院診療録記載についての現状】

診療録の様式に使用されている言語について

は，表 3に示すような結果が得られた。

診療部門の記録であるサマリー，入院時診療記

録，診療経過記録， 手術記録の様式には主に英

語が使用されているが，パラメディカル・スタ ッ

フの記録である看護部門の記録，検査記録には

日本語が使われており， 事務部門の記録につい

ても， 日本語が主に使用されていた。なお，検

査部門の記録については， 日本語の使用が少な

いが，検査名は英語の方が一般に通用している

ものが多く ，このような結果になったと思われ

る。

診療録記載言語については，

・限定していない ………---102件 (87.2%)

表 2 入院診療録の利用状況

よく利用している ときどき あまり利用していない

医 師 llO件 (940%) 7件 (60%) 0件 (00%) 

看 護 婦 51 (43 6 ) 51 (43 6 ) 15 (12 8 ) 

その他のパラメディカル・スタ ッフ 16 (13 7 ) 61 (52 1 ) 35 (29 9 ) 

事 務 14 (12 0 ) 55 (47 0 ) 44 (37 6 ) 

実 羽1=1 生 7 (6 0 ) 29 (24 8)  56 (47 9 ) 

表 3 診療録の様式に使用されている言語

サマリー 入院時診療記録 診療経過記鋒 手術記録 看護部門の記録 検査記録 事務部門の記録

日本語のみ 26件 22件 21件 17件 98件 48件 99件

日本語 ・英語 50 53 55 54 14 54 1 

日本語 ・独語 1 1 1 1 

゜ ゜ ゜日本語 ・英語 ・独語 38 38 34 33 4 12 

゜英語独語 1 1 l 6 

゜
1 

゜英語のみ

゜
1 1 1 

゜
1 

゜
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・限定している—-------- - - -- -----24件 ( 12 . 0% )

・無答—----------------------------- 1件 ( 0. 8%)

であった。「限定している」場合には，最終診断

名は日本語を用いるべきとするものか8件のみ

であり，大部分の病院で記載者は自由に言語の

選択ができる状態であることが伺える。

略語の使用については，

・ 認めている—---------------•-- - -98件 (83.8%)

・ 認めていない—-------------- --15件 (12.8%)

• その他—- ------------------- - -・・ — -2件 （ 1.7%) 

・無答——-·・-·←←-· ------←---------2件 (1.7%) 

であった。「認めている」と回答のあった98件の

病院に対して，以下のような 3つの質問をした。

①「院内略語集はあるか」

16件から「ある」という回答が得られた。

その編集者については，看護婦長・看護部長な

ど看護部門による場合が6件，医師・看護部門

によるものが3件，医師によるもの 1件， パ

ラメディカル・スタッフによるもの 3件，その

他 3件であった。

②「略語の使用範囲を限定しているか」

•していない—------------------------- -- -----92件

• している — --------------------------- - ------ -6件

であった。「限定している」との回答があった

病院の中には，「サマリーなどの最終診断名に

は，略語の使用を禁止している」とか，「悪性

の病名は略語の使用を認めている」というと

ころもあった。

③「使用できる略語を限定しているか」

・ 限定していない—--------------------------9 1件

・院内略語集に掲載している

もののみ認めている—----------------- --- 4件

•その他 — -------------------------------------- 3件

であった。なお，「特に限定していないが慣用

的略語のみ認め， 自作略語は認めない」，「診

療科内で理解できる範囲」，あるいは，「コン

ピュータ登録表にある通 り」という回答や，

「略語は増える傾向にあり，院内略語集を改

訂する必要がある」という意見もあった。

この結果から，略語の使用については制限を

しているところは少なく，記載言語と 同様に記

載者が自由に使用できる状態であると 言える。

しかし，コメントの中には，その使用について，

若干困惑している状況が伺えるものがあった。

にもかかわらず，院内略語集を作成している病

院は少ないのが現状のようである。

【診療録記載指導について】

次に，全病院を対象に，病歴管理部門か主体

となって診療録記載指導を行っているかを質問

した。その結果は，

・行っている-- - ·•··→ ―← -..........44件 (37.6%)

・行っていない…---------------68件 (58.1%)

・ 無答—-----------------------------5件 (4 . 3% )

であった。このうち， 「行っている」と回答のあっ

た44件に対して，以下のような質問を行った。

①「どのような部門の方に指蒋を行っている

か」（複数回答）

・ 医師— ------ ----------- ------------------------4 0件

・ 看護婦— -------------------------------------- 19件

・パラメディカル・スタッフ--------------・4件

・ 医大生—-------------------------------------- 6件

・看護学生-------------------------...........4件

• その他パラメディカルの学生…------ 1件

•その他 — ---------------- ------------ ---------- 1件

②「指尊時期」（複数回答）

・就職後の新入職員研修の

一環として— - ----------------------- --------30件

. 0 J T ---------------------------------------5件

・医大生あるいはパラメディ

カルの学生の実習 中 — -------------------- 4件

・随時…---------------------------------------17件

•その他…ー一― ---------------------------------3件

なお，その他の中には「診療録記載に関す

る講義時」や「医大生講義（臨床実習入門）

時」そして「退院時」などがあった。

③「指埠内容」

記述式で自由回答してもらったが，内容は

さまざまで，一般的な記載方法や記載上の注

意が13件，診断名や医学用語の書き方に関す

るものか8件， POSに関するものが5件，略

語に関するもの 2件，記載言語の限定に関す

るもの 2件，診断害記載に関するもの 2件，

診療録の取扱いに関するもの 2件，記入言語

に関するもの 1件などであった。

以上の回答から，記載指禅は主に，医師や看

護婦，その他のパラメディカル・スタッフを対象

に就職後の新入職員研修の一環として行われる

か，もしくは随時に行われていることが分かっ
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た。

全病院を対象に診療録の記載についてのチェ

ック機構の有無を質問したところ，「ある」が47

件で，そのうち，上級医師によるものか30件，

病歴管理部門によるものが10件， その両方によ

るものが 4件，その他3件であった。

2)医師に対するアンケート

【回答者自身の情報】

診療録管理の状況を把握するとともに，最近

の医学用語教育の実態をも調査するため，研修

医に回答を依頼したが，回答者の医学部卒業後

の年数はさまざまで研修医以外の医師による回

答がかなり含まれていた。しかし，結果を年数

別に比較したと ころ著しい差を認めなかったの

で，返送された144名分すべてをまとめて報告す

ることにした。

医学部卒業後の年数別を大まかにみると， l 

年目から 5年目が103名， 6年目以上が41名で，

このうち21年目以上が23名いた。

【診療録の記載と医学用語使用の現状】

まず，診療録の記載と医学用語の現状につい

て，以下のよ うな質問を行った。

(1)「医学用語（英語）をどのような場面で一番よ

く使用しているか」（複数回答）

・専門文献を読んだり書い

たりする時………………・99名 (68.8%)

・診療録を読んだり書いた

りする時------•…………… · 94名 (65.3% )

・スタッフ同士のカンファ

レンスなどで-------····· •---→ - 77名 (53. 5% )

・外国人患者，職員と話し

たりする時……--------------19名 (13.2%) 

•その他—---………… -----------3名 ( 2 .1 %)

• あまり使わない…•----------- 1名 ( 0.7% )

この結果からも，医学用語英語）と診療録との

強い関連が伺われる。

(2)「診療録はどのように利用されていくべきか」

（複数回答）

a)診療面で有効に生かされ

るよう，全スタッフに開

放すべきである—--------------85名 (59 .0%)

b)診療目的のみに利用を制

限すべきである—--------------22名 (15 . 3%)

c)教育にも役立てるよう ，

スタッフばかりでなく医

学部実習生にも開放すべ

きである……………•--------5 0名 (34 .7%) 

d)教育にも役立てるよう，

スタッフばかりでなくパ

ラメディカルの実習生に

も開放すべきである……・・・38名 (26.4%)

e)研究用に全スタッフに開

放していくことが望まし

ぃ—...……… --- -----------------32名 (22 .2% )

f)研究用として，他機関の

研究者にも開放してよい…4名 (2.8%)

g)患者のプライバシーにか

かわることだから，閲覧

は制限すべきである...←・・・・・53名 (36.8%)

h)どのような目的があって

もスタッフ以外にはむや

みに見せるべきでない—----- 1 7名 ( 11.8% )

表 4 診療録の中で主に使用する言語

言 語 形 態し・
柾類

日本語 英語 独語 他 原語 略語 他

病 名 66件 125件 22件 0件 109件 71件 0件
(45.8%) (86.8%) (15 3%) (0 %) (75 7%) (49 3%) (0 %) 

症状 ・徴候 72 121 16 

゜
114 47 

゜(50 0 ) (84 0 ) (11 1 ) : (0 ） (79. 2 ) : (32 6 ) ~ (0 ） 

処骰・術名 93 ': 97 ': 10 ' : 0 100 ': 51 : ' 0 
(64 6 ) : (67. 4 ) : (6 9 ) : (0 ） (69. 4 ) : (35 4 ) : (0 ） 

看護婦などへの 135 9， : 20 , : ， 

゜
: 0 107 : 26 : 0 

指示事項 (93. 8 ) : (13. 9 ) : (0 ) : (0 ） (74 3 ) : (18.1 ) ¥ (0 ） 

薬 品 名 118 ： 47 ： 

゜
: 1 111 32 1 

(81 9 ) (32 6 ) (0 ） (0 7 ) (77.1 ) (22 2 ) : (0. 7 ) 

検査，撤影用語 95 89 7 

゜
87 70 

゜(66 0 ) (61 8 ) (4 9 ) (0 ） (60.4 ) (48 6 ) (0 ） 
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i ) その他 —-------……… ---------- 1名 (0 . 7% )

診療・教育・研究目的でスタッフ及び実習生へ

開放するべきであるといった意見に対して，a)

c) d) e) を合わせると延べ205名の回答があっ

た。 しかし，プライバシーの問題やその他の理

由で閲院については制限をすべきであるという

意見も多く ，b)g) h)を合わせると延べ92名の

回答があった。また，他機関の研究者に開放し

てよいといった意見は少なかった。

(3)「診療録の中で主にどのような言語を使用し

ているか」という質問に対しては，表 4のよう

な結果になった。記載言語については，日本語，

英語の使用か圧倒的に多く，特に，病名や症状・

徴候の記載においては英語を使用するという回

答がいずれも80％以上あ った。看護婦への指示

事項については， 日本語の使用が高く 93.8％と

いう結果であった。この点では，診療録管理担

当者宛のアンケートでの「記録用紙に使用され

ている言語」 と同様の結果がでた。一方，病名，

症状・徴候については，独語を使用している医師

が10％以上いることが分かった。独語を使用す

る医師は，医学部卒業後5年以下のグループの

中では，はとんど見られなかったが，21年以上

のグループの中では，約40％を占めていた。な

お，この医師たちも看護婦への指示には，その

はとんどが日本語を使用しているようである。

少数ではあるが若い医師が独語を使用している

理由としては，上級医師が独語を使っているこ

とが挙げられる。医学用語に対する医師のコメ

ントの中に，「大学時代は英語で習ってきたのに，

現場に入って独語の使用が多いのに戸惑った」，

「箪記体で書かれた独語は判読に苦労する」，「独

語は死語化している」といったものもあ った。

また，形態については，いずれも，原語による

記載が多いが，略語の使用か高いことも伺える。

なお，検査，撮影用語には，英語，略語の方か

一般化している場合も多く ，このような結果か

でたものと思われる。

診療録記載言語についての考えを質問したと

ころ次のような回答を得た。（複数回答）

・すべて日本語で書 くべき

である—--------------------------7名 (4 . 9% )

・すべて英語で書くべきで

ある— ----------------- --------- --- 1 7名 ( 11. 8% )

・日本語と英語で書くのか

よい—----- -------- ------ - ------ 1 0 5名 (72 . 9% )

・略語を適宜使用するのが

よい・・一●●●響●●●●●●●— ------------- -- 9 0名 (62.5%) 

・図なども利用して分かり

やす〈するのがよい—ー・ ・ ・— • ••93名 (65.0%) 

・記載言語について特に何

も考えたことはない ・・・・・・・・・7名 (4.9%) 

• その他 — ---- -....... . -. .......... - 6名 ( 4 .2% )

この結果， 日本語と英語で書くのがよいとし

ている医師が105名 (72.9%)と最も多かった。

この理由としては，「分か りやすい，読みやすい」

また「簡潔である」の他に，「日本語による記載

が望ましいが，専門用語の中には英語の方が定

瘤しているものがあるから」という意見と， 「英

語による記載が望ましいが，細かいニュアンス

を表現するためには日本語を適当に使う」，また

「英語による記載が望ましいが，全文を英語で

記載するのは無理」という二面性がみられた。

これらのことから，少なくとも病名，診断名な

どの用語は英語で記入するのがよいとする医師

が多いことが伺える。また，「略語を適宜使用す

るのかよいjという回答の理由としては，「速く

書くため」，「限られた紙面に多くの情報を書き

込めるようにするため」ということが挙げられ

ていた。

「他の医師の書いた診療録を見るとき困るこ

とは何か （複数回答）」 という質問に対する 回答

は，以下のとおりである。

・ 別にない — ----------- ----- ------- 9名 ( 6 . 3% )

・ 字が読みにくい・・—●●●● ----- 100名 (69 . 4%)

• 分野が違うと意味が分か

らない語（英語，略語）

がある— • • --- ••-- •••----- ---• • • ••• 70名 (48 .6% )

・略語などで別な解釈をし

てしまうことがある—-- ------ 38名 (26 . 4% )

• その他—----------- - ---- ---- ------ 6名 ( 4 . 2% )

これまでの「診療録の英語」研究の第 1報219

第4報5)で「読み手」（パラメディカル・スタッフ）

からみた「書き手」（医師）の問題点を述べたが，

医師間でも同じような問題が生じていることが

わかった。このことから，診療録は全スタッフ

のものということが唱えられていても， 日常的

にはその意識か定瘤していないのではないかと
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考えられる。

［診療緑記載及び医学用語の教育についての意見l
次に，診療録記載及び医学用語の教育につい

ての質問を行った。

(1)「大学時代，診療録の書き方，特に記載言語

について何らかの指瀦があ ったか」

• はい— -----------------------------70名 (48 . 6% )

• いいえ—--------------------------6 1名 (42 . 4% )

「はい」の回答をした70名に， 学習形式を質

問したところ， （複数回答）

・英語の購義の中で ---------------------------5名

・医学用語の購義の中で---------------------15名

• 各専門教科の 中 で--------------------------- 34名

・ 実習を通して—------------ -------------------- 54名

• その他 — ----------------------------------------- 7名

であった。このことから， 学習方法は「英語あ

るいは医学用語の購義の中で」とする体系的学

習よ りも， 「専門教科の中で」，「実習を通して」

の実地の学習が多いことが分かった。

「いいえ」と回答した61名に，医学の英語の

学習方法を質問したところ，下記のような結果

となった。（複数回答）

・学生時代に独学で………………………24名

・卒後，研修などを通して……ー………--51名

・ 先樅医師から—-------…………………… - 2名

・留学先で--------------…………………----1名

• その他—-------------………………… ------- 1名

この結果からも，習得は実地の中からという

回答が多かった。

(2)医学用語（英語）について，より体系的な指導

の必要性を感じるかという質問に対しては，「必

要性を感じる」が97名 (67.4%),「感じない」

が38名 (26.4%)という回答が得られた。「必要

性を感じる」とする理由としては， 「誤用，分野

間の不統一を無くすには体系的にマスターする

必要がある」，「他の分野でも対応できるようにJ,
「体系的に覚えないと応用力がつかないし，す

ぐ忘れる」といったものがあった。また， これ

らの医師を年数別に見ると， 5年以下が103名中

67名(65.0%）であったのに対して， 21年以上が

23名中20名 (87.0%）という結果であった。「必

要性を感じない」とする理由としては，「医療現

場で自然に覚えられる」，「必要に応じて覚えれ

ばよい」，「独学できる」といったものかあった。

次に， 「必要性を感じる」という回答のあ った

92名に対して， どのような指導形態が望ましい

かという質問を行った。（複数回答）

・ 大学英語教育の中で—------------ ----- -- ---- 19名

・ 大学専門科目の中で—----------………---- 42名

・医学用語または医学英語等の

講座を設けて，その中で-----------------36名

• 実習先で—---------------------------……… --27名

・ 卒後研修の中で—---------------…………--29名

• その他 ・------------------ ----- ----………… --2名

［パラメディカル・スタッフの医学用語の知識に

ついての意見］

パラメディカル・スタッフの医療英語あるいは

医学用語習得に対して，医師がどのように評価

しているか意識調査の結果を表5に示した。看

護婦，技師については， 20％から30％の間で，

「充分」「やや不足」「不十分」に意見が分かれ

た。秘書，研究補助員や事務員について，「充分」

「やや不足」に比べて 「不十分」が多かっ たが，

「分からない」とする数がそれよりも多い。実

習生については，受け入れていない施設もある

が，「充分」という意見は他 と比べると少なかっ

た。なお，ここでも「分からない」の数がかな

り多い。

4.考 察

入院診療録の貸出 • 閲院は医師及びパラメディ

カル・スタッフに対して，大部分の病院で認めら

れていた。そして，パラメディカル・スタッフ及

び実習生が入院診療録をよく利用している状況

が確認された。

また，診療録の様式に使用されている言語は，

診療部門の記録では日本語のみの使用は少な〈 ，

パラメディカル・スタッフの記録には日本語のみ

表 5 パラメディカル・スタ ッフ及ぴ実習生の医療英語あ

るいは医学用語に関する知識・習得レペルに対する

医師の意識調査

充分 やや不足 不十分 わからない

希護婦 33件 4 4件 34件 20件

技師 33 35 25 38 

秘 ；If 研究補助且 13 16 36 63 

事務ii 10 14 41 63 

実判生（医学部） 14 47 40 27 

実習生（バラIディカル） ， 30 35 54 
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というものも多かった。診療録の様式は病院に

よって異なり ，その作成にあた っては各病院の

病歴委員会などで内容が検討されるケースが多

い。つまり ，様式に使用される言語は，その記

録の目的に応じて，それぞれのスタ ッフが最も

適当と判断する言語に自ずからなっていると考

えることができる。このことから，パラメディ

カル・スタ ッフには日本語の方が利用しやすいと

病院側が受け入れているのではないかと思われ

る。川崎医科大学附属病院でも，各科共通の入

院診療録である GeneralChartを医療チーム全

貝か利用 しやすいものにするため，現在では，

従来英語で印刷されていた用語を日本語に改め

ている叫

次に，診療録記載の際の言語の限定について

は，「限定していない」病院が87.2％であ った。

また，略語の使用については 「認めている」が

83.8％で，そのどちらについても，記載者であ

る医師の自由であると 言ってよい現状か伺えた。

記載指導を行っている病院は44件 (37.6%)

で医師， 看護婦を 中心にパラメディカル・スタッ

フ，実習生に及んでいたが，指消時期は就職後

の新入職員研修時が最も多く ，あまり多くの時

間を殺やしていないと推測される。十分な学習

レベルを期待するには， もっと多くの時間が必

要であるように思われる。

また，医学用語や略語そして記載言語の限定

や統一を望んでいる反面， 診療録管理担当者が

行っている指導の中には，それらに関するもの

は少なかった。略語集についても，その編集か

病歴室によるものは，ほとんど無い状態であっ

た。これらのことから，言語面については，病

歴管理担当者である自分たちの守備範囲外であ

るという意識が伺われる。

また，診療録記載のチェック機構はあるが，

上級医師によるものが34件で内容のチェ ック，

指導までも行っている病院はまだまだ少ないこ

とが感じられた。今回の調査対象は教育病院で

あり ，診療録を 中央保管し，体制としては十分

に整っていると思われるが，記載については指

導があまり徹底されておらず，医師依存型であ

ることが判明した。

医師に対するアンケート結果から，医学用語

を一番よく使用するのは，やはり 専門文献や診

療録を読んだり 書いたりする時であった。診療

録の利用については，診療・教育・研究のための

開放はするべきだとする意見と，プライバシー

にかかわることだから制限するべきだという意

見に分かれた。

診療録記載言語は，日本語，英語の使用が圧

倒的に多く， 「日本語と英語を適宜使い分けるの

がよい」とする意見も多かった。ただし，パラ

メディカル・スタ ッフに対する指示などの記載の

場合は，日本語が多いようであった。このこと

は診療録管理担当者宛アンケートの結果でもみ

られたことである。独語使用については，困惑

している状況もみられた。

医師も読み手として他の医師が書いた診療録

を見るとき，他分野の医学用語や略語について

困惑している状況があり ，体系的な教育を希望

する意見も 多くみられた。

医師からの回答によると医師はパラメディカ

ル・スタッフ及び実習生の医学用語の知識に満足

していない状況が伺えた。そして， 「知識がも っ

と充実していれば仕事が円滑になる」，「個人差

がありすぎる」，「医師の指示が的確に伝達でき

るような医学用語の知識ぐらいは体得してほし

い」といった知識不足を指摘する厳しい意見も

あった。しかし，「勉強してはしい気はするが，

仕事が1亡しいため仕方がないかもしれない」と

する意見もあった。これらの知識不足を感じさ

せる原因として，まず第一に教育年限が違うこ

と，第二に，医師と比較して，特定の診療科に

所屈する期間か短〈 ，より深い専門性を追究す

る機会が少ないことも考えられよう 。これは看

護婦に関して言えば，人事異動で担当診療科が

変わることがあり ，技師に関しては，ほとんど

が全科を対象に業務が行われている現状も理由

の一つとして考えられる。

医師， パラメディカル・スタ ッフの間でも意味

不明の略語や理解できない医学用語があるとい

う状況が明 らかになった。医療サービスは専門

分化する傾向にあり，それに伴い，医療も高度

化し，新しい医療機器，検査方法などが開発さ

れ，各方面での用語か急激に増加している。岩

崎らは 「医療は医師の自由裁鼠であり，各種診

療協力部門は黙って医師の言うことに従ってい

ればよいという時代は終わろうとしているよう
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に思われる。ー…ーチーム医療を遂行するために

は各部門の研究と相互の情報交換は不可欠であ

る。」 と述べており列現状のままでは診療に支

障をきたす恐れがあるとも思われる。

また，完全な記録であるためには，診療記録

は診断名を正当化し，治療と転帰を妥当とする

十分な査料か経過の順にしたかって記録されて

いるものでなければならない9)。また，診療録は

法的にも長期問保存されねばな らないという事

実や，教育病院では特に診療・教育・研究など，

多角的に利用されることなどを十分認識する必

要がある。医師か らのコメントの中に，プライ

バシー保護の手段として略語，英語・独語を使用

するという意見もみられたが，本来の診療の記

録としての性格からすれば， 「誰か見ても理解で

きる記録」である必要かある。もちろん，機密

は守らなければな らないが，厳密な意味での記

録保管の原則から見てみると，その取扱いを厳

重にすることで解決すべき問題であろう 。また，

サマリーなどは，患者の前で酋 くわけではない

ので，略語などをプライバシー保護の手段とす

る理由もあまり考えられない。

さらに，医学用語あるいは医学英語の概念の

食い違いや，専門用語と一般用語の境界の位置

のずれがみられるような回答があった。我々が

考える医学用語とはギリシャ ・ラテン語を源とす

るもので， 一般にいう 「英語」とは語梨分野を

異としている。この点については，回答のあっ

た医師の中でも，さまざまで，略語や一般英語

でも英語表記であれば医学用語であると考えて

いる人もあるように思われた。

最後に，医師から「パラメディカルの人達が，

なぜ医学用語（英語）を理解しなければならない

のかか理解できない」というコメントかあった。

チーム医療が提唱されて久しい今日，なぜこの

ようなコメントがでたのか，我々にとっては意

外なことであった。その理由や背景を今後検討

していきたいと考える。

5.まとめ

今回の調査を行って，診療録の管理や取扱い

に関する規定は，その果たす役割か大きくなっ

ているのに比較して，十分に整っているとはい

えない状況が分った。

記載については，記載者である医師に依存す

る部分が大きいが，その医師に対する体系的な

教育方法は確立していないのが現状である。こ

こでいう体系的な教育方法には，記載について

の考え方と記載方法の二つの面がある。

医療情報を効率的に活用するためには，精度

管理の必要性は明らかであり，正確な文字や用

語が使われ，各項目間の整合性が保たれていな

ければならない。

学生を医療現場に送り 出す立場として，今回

の調査で明らかになった現場の実情を十分知ら

せる必要もある。しかし，多様化している現場

のニーズに即応するには限界もある。あまりに

も現場重視主義になると，かえって混乱を招く

ことが予想される。教育現場としては，応用カ

の養成とともに基本的能力の育成にも重点をお

いたバランスのとれた教育の実践に力を注ぐべ

きてあろう。そして，医療の場において，記録

または情報の取扱いの大切さをこれまで以上に

徹底して教える必要かあると思われる。その場

合，記録・情報の生産段階において，いかに正確

で読みやすいものにするかという鋭い注意力と

集中した姿勢力＼基本となってくる。

また，医学・医療のような日々進歩していく分

野では，卒前の教育だけでは対応しきれない領

域もある。したがって，卒業後も自ら学ぶ姿勢

の必要性を教えなければならない。併せて，彼

らが働く場においても，そのような自己啓発を

促すような環境が整備されることが望まれる。

さらに，病院間及び医療短期大学間の医学用

語指母のためのネットワーク作り や病院内だけ

にとどまらない医学用語集の作成か必要となっ

てくると思われる。
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